
令和８年度 商業振興補助事業審査委員会（第２回）議事録 
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１ 日 時  令和８年５月 29日(金)14時 00分～16時 20分 

 

２ 場 所  横須賀市役所２号館６階 261会議室 

 

３ 出席委員 大場 保男 (中小企業診断士) 

渡利 恭明 (中小企業診断士) 

安食 静二 (INPIT神奈川県知財総合支援窓口) 

鈴木  博明 (神奈川県産業労働局商業流通課主任専門員) 

小幡 純    (横須賀商工会議所 産業・地域活性課長 兼 情報企画

課長) 

島崎 恭光 (横須賀市文化スポーツ観光部商業振興課長) 

 

４ 事務局  文化スポーツ観光部商業振興課 三本木課長補佐、熊野、牧野 

 

５ 傍聴者  １名 

 

６ 議事内容 

(１)審査スケジュールについて 

(事務局) 

本日は、にぎわいづくりイベント事業６団体の審査を予定している。 

 

(２)審査方法について 

（事務局） 

【にぎわいづくりイベント事業】 

にぎわいづくりイベント事業は採点を行わず、より良い事業を実施するため

の意見や助言等をいただきたい。 

 

(３)にぎわいづくりイベント事業 

・久里浜商店会協同組合 質疑応答 

（委員） 

食の祭典で、グルメコンテストは毎年実施しているか。 

（久里浜商店街協同組合） 

商店街の飲食店を募集し、毎年実施している。 

当日商店街を通行止めにして、テントやキッチンカーを出店訪れたお客さんに

投票してもらう。 

（委員） 

何人くらいから投票があるか。 

（久里浜商店街協同組合） 

約 300人。 

（委員） 
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当選したお店に対して何かあるか。 

（久里浜商店街協同組合） 

観光協会のホームページに掲載される。 

（委員） 

茅ヶ崎でもグルメコンテスト開催していて、100円で１投票できる。 

最後、重さで投票数を判断し、集まったお金は寄附する取組みをしているので、

ご参考までに。 

（久里浜商店街協同組合） 

ありがとうございます。 

（委員） 

久里浜の病院に訪れた方に商店街に立ち寄ってもらう工夫あるか。 

（久里浜商店街協同組合） 

商店街に空き店舗なども増えているので、難しい状況。 

（委員） 

病院まではバスが出ているか。 

（久里浜商店街協同組合）    

はい。歩くと少し距離があり、商店街を通る方は少ない印象。 

（委員） 

「鯉のぼりの展示」について、各家庭から募集したものか。 

（久里浜商店街協同組合） 

はい、３月頃から募集して、集まった鯉のぼりを展示する。 

（委員） 

鯉のぼりの評判は良かったか。 

（久里浜商店街協同組合） 

数も集まり、きれいに飾れたのでよかった。 

（委員） 

ペリー祭について、商店街のタイムスケジュールはどうなっているか。 

（久里浜商店街協同組合） 

商店街は開国バザールを開催している。8 時から通行止めを行い、10 時にパフ

ォーマンスやヒーローショーを実施。模擬店は 21時まで出店している。 

（委員） 

日中にお客さんの来街はあるか。 

（久里浜商店街協同組合） 

かなりお客さんが来ている。昼間の集客に問題意識は感じていない。 

（委員） 

花火が終わって駅に戻ってくるお客さん相手に商店街を利用してもらう仕掛け

づくりができないか。 

（久里浜商店街協同組合） 

やれることはやっているが、21 時の通行止め解除の作業や、人込み過多で対応

が難しく商品も売り切れるため、そこは課題となっている。 
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（委員） 

臨時店だけでなく既存店での集客も行い、お客さんの分散も検討してはどうか。 

（久里浜商店街協同組合） 

人混みが危険なので、あえてお店を閉めるところもある。 

京急久里浜駅は警察が入り入場制限を行い、安全管理の方が優先される。 

今回は人混み対策もあり、海岸沿いに的屋の出店ない。 

（委員） 

せっかく観覧客が来るので、何か仕組みを考えられるとよいと思う。 

（久里浜商店街協同組合） 

承知した。 

 

・追浜銀座通り商店会 質疑応答 

（委員） 

新たに子育て世代を獲得したいとあるが、どんな業種を想定しているか。 

（追浜銀座通り商店会） 

実際あまりない。ゲームセンターやファミリーレストランがなく、お祭りの時

しか子どもたちの来街が見込めないため、当日に街を歩いてみてもらいたい。 

（委員） 

スタンプラリーなどの子どもが周遊できる仕掛けづくりはどうか。 

猫が有名な商店街では、街中にある猫の像の写真を撮ると景品がもらえるイベ

ントをやっている。 

（追浜銀座通り商店会） 

参考にさせていただく。 

（委員） 

これから再開発が進み、苦しい時でも続けられるようなイベントや工夫がある

と嬉しい。日産の影響はあるか。 

（追浜銀座通り商店会） 

影響は大きい。また、道路の拡張工事があり、空きテナントができても新店舗

が入ってこない。それも踏まえて商店街の活性化に注力していく。 

（委員） 

道路拡張した後まで視野に入れるのはまだ早いか。 

（追浜銀座通り商店会） 

はい。不透明な部分が多い。 

（委員） 

追浜商店街応援団を立ち上げるのはどうか。 

（追浜銀座通り商店会） 

観光協会の会長とそういった取組みは色々考えている。 

（委員） 

実際に人は減っているか。 

（追浜銀座通り商店会）    
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はい。すでに市外へ引っ越す人も多い。 

（委員） 

ベイスターズとの取組みはどうなっているか。 

（追浜銀座通り商店会） 

おっぱま祭りではストラックアウトとサイン会をやる。 

マリノスとも連携している。 

今年はおっぱま祭りでスポーツ補助を活用して、ベイスターズとマリノスの区

画を作る。また、新たに子どもメインのダンスチーム呼んだり、阿波踊りの数

を増やす予定。 

（委員） 

追浜の家賃相場は。 

（追浜銀座通り商店会） 

他の商店街より高い。 

（委員） 

店舗が撤退した後、イベントなどによる空きスペースの活用ができれば、人を

引き込めるのではないか。活用方法も考えてみてほしい。 

お化け屋敷などを子どもたちにやってもらい、お金がかからないイベントで工

夫をしてみてはどうか。 

（追浜銀座通り商店会）  

近隣の学校の子どもたちは商店街に興味を持っており、どんな店があるか、街

はどうなるのかなど聞いてくれる。 

 

・野比駅前商店会 質疑応答 

（委員） 

すいちゃんのぬいぐるみグッズはいつ作ったか。 

（野比駅前商店会）  

約１か月前に試作した。 

（委員） 

いつから活用するか。 

（野比駅前商店会） 

周囲の意見を聞きながら様子を見ている状況。 

（委員） 

ぬいぐるみの利用について、子どもたちからアイディアを集めてはどうか。 

（野比駅前商店会） 

すいちゃんが浸透することが主題。いずれは各店に置いて欲しいと考えている。 

（委員） 

製作費はいくらくらいか。 

（野比駅前商店会） 

試作品がハンドメイドなので不明。 

（委員） 
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子どもにすいちゃんを作ってもらうコンテストなどを開催してはどうか。 

（野比駅前商店会） 

参考にさせていただく。 

（委員） 

優しいおもてなしとはどういうことをするのか。 

（野比駅前商店会） 

みんなで声を掛け合おうという取組み。挨拶だけでも構わない。 

（委員） 

ついにすいちゃんが形になったので、すいちゃんの活用については期待してい

る。すいちゃんを使って商店街として伝えたいことを進めていって欲しい。 

物語性があってもいいかもしれない。 

（野比駅前商店会） 

承知した。 

（委員） 

立体化する際に inpit のデザイナーに無料で相談できるので、活用してもいい

と思う。 

また、キャラクターを浸透させるために、アクリルスタンドやアクリルキーホ

ルダーの作成は手段としてありかもしれない。ばらまきは効果的なので検討し

てもいいのではないか。 

（野比駅前商店会） 

以前缶バッチを作り、とてもよかった。 

（委員） 

塗り絵をしてもらい景品と交換する取組みも、効果的で手間がかからない。お

店に作品を掲示することもできる。 

外部の専門家と補助金をうまく利用しながら進めてほしい。 

 

・千日通商店街振興組合 質疑応答 

（委員） 

店名のプレートを付けたイルミネーション装飾は、以前から実施しているか。 

（千日通商店街振興組合） 

店名とイメージカラーを載せて以前から実施している。 

（委員） 

装飾できるのは街路灯５０本、５０店までか。 

（千日通商店街振興組合）  

早い者勝ち。前年度やっていたところが優先的に対象となっている。 

（委員） 

このプレートを使って何かしらの販促の仕組み作りができればいいと思う。 

（千日通商店街振興組合）  

検討する。 

（委員） 
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ベイスターズとの関わりを出していきたいか。 

（千日通商店街振興組合） 

昔は選手が来てくれてたが、追浜にドックができたこともあり、あまり横須賀

中央に来なくなったと思われる。 

シーズンシートはお客さんのリクエストを聞いて、渡すようにしている。 

（委員） 

チケットの金額が上がっているので、費用対効果は考えた方がよいかもしれな

い。 

（千日通商店街振興組合） 

無料で配っているグッズを渡したり、キッズデーに配るユニフォームを差し上

げたりはしている。 

（委員） 

応募レシートの業種の偏りについては解消されたか。 

（千日通商店街振興組合） 

信金など物販などではない業種でも、ハンコを押してもらえれば対象とし、

2,000円分のレシートと同様という取り扱いにしたことで、少し改善された。 

 

・三笠ビル商店街協同組合 質疑応答 

（委員） 

商店街の装飾について、広報手段としてインスタグラムと記載があるが、効果

的にはどうか。 

（三笠ビル商店街協同組合） 

今までは Facebookやホームページで広報していたが、どれくらいの方に見ても

らえているか分からなかった。スマホユーザーの大多数はインスタグラムを使

っているので、アカウントを作って今年から発信していきたい。 

（委員） 

最近はリール動画が流行っていると聞く。他商店街では、インスタグラムをで

きる人がいないので運用が難しいという声もあるが、各店舗に運用を任せるの

か。 

（三笠ビル商店街協同組合）  

情報発信が得意なお店は、インスタグラムなど活用している。そういったお店

からヒントをもらいたい。 

（委員） 

お店と商店街で共同投稿できるので、試してみて欲しい。 

（三笠ビル商店街協同組合） 

運用を検討する。 

（委員） 

装飾はどのようなものを出すか。 

（三笠ビル商店街協同組合） 

業者と相談しながら安全面も考慮し調整を進めている。 
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昨年も装飾を見た人から可愛いと言ってもらえたので、反応を拾いながら進め

ていきたい。アーケードの天井に何か投影できればと考えているが、費用がか

かるので検討中。今まで春に装飾をしていなかったので、何かしらの形で桜の

装飾をしたい。また、ハロウィンはコスプレイヤーの方にお菓子配ってもらっ

ていたが、見直しを考えている。レシート持ってきたらフェイスペイントする

など。今年はバラマキを減らしたい。 

（委員） 

茅ケ崎の商店街では、桜の枝を各店舗に配布して装飾してもらう取組みを行っ

ている。 

（三笠ビル商店街協同組合） 

お店の人と交流しながら考えていきたい。 

（委員） 

ガラポン抽選会で、１等の予算を下げているか。 

（三笠ビル商店街協同組合） 

はい。１等に予算を集中させるより、1等以下の当選人数を増やして買い物をし

てもらう。金券もいいがグッズを多くの人に配布し、商店街のものを手に取っ

て思い出してもらいたい。 

（委員） 

当選金の設定は大事。 

（三笠ビル商店街協同組合） 

少なくなったというイメージを与えないことが大切だと思っている。お客さん

の満足度が下がらない工夫をしている。 

渡す際もホスピタリティを意識し、会話をしながら渡すようにしている。 

 

・上町商店街連合会 

（委員） 

デジタルアーカイブとインバウンドへの活用と記載あるが、具体的にはどのよ

うな内容か。 

（上町商店街連合会）  

横須賀アートセンターという美術系の店舗がＶＲを活用した取組みを行う。ま

た、看板建築については、上町のガイドツアーを猿島ガイドをやっている方に

依頼し、それを記録してアーカイブ化する。看板建築を切り口にした作品で周

知していく。 

（委員） 

インバウンドは多いか。 

（上町商店街連合会） 

住んでいる人も多いが、かなりの比率で来街はある。ベース関係者も多く、地

域イベントでもインバウンドの来街はある。 

（委員） 

英語対応はしているか。 
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（上町商店街連合会） 

英語勉強会をしたこともあるし、お店によっては英語表記のメニューを作成し

ている。スマホを使って対応できるようになったことも大きい。 

（委員） 

インバウンド対策が実ってきていいことだと思う。 

（上町商店街連合会） 

うわまち広場の活用もあり活気、集客もよくなってきている。 

（委員） 

うわまつりのガイドツアーを依頼する軍港巡りの案内人は、個人的な繋がりか。 

（上町商店街連合会） 

商店街関係者との個人的な繋がりで、シティガイドの方。 

（委員） 

若い人が新しいお店を出していて、上町のポテンシャルは高いと感じる。 

（上町商店街連合会） 

若い世代が商売をしやすくなる環境、個性ある街を目指している。 

（委員） 

イベント当日の物販などはどうか。 

（上町商店街連合会） 

店舗の前で出店する。中里通りでは外部から飲食を呼んでいたが、今年は自分

たちで出店したいという声があり、前向きに取組んでもらっている。 

（委員） 

イベント時に購買意欲があがるような企画づくりも考えてみて欲しい。 

（上町商店街連合会） 

承知した。 

 

(４)その他 

（事務局） 

 今後の審査会スケジュールについては、後日調整をさせていただく。 

以上で、商業振興補助事業審査委員会（第２回）を終了する。 



商業振興補助事業審査委員会 次第 

 

 

    日 時 令和８年５月 29日（金）14時 00分～ 

    会 場 横須賀市役所 ２号館 ６階 261会議室 

 

 

 

１ 開 会 

 

 

２ 議 題 

 

 （１）商店街にぎわいづくり事業補助金の審査について 

 

   ア にぎわいづくりイベント事業 

 

 （２）その他 

 

 

３ 閉 会 



資料 １  
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   商業振興補助事業審査委員会条例  

（設置）  

第１条  本市の商業の振興を図るための補助金に対して交付申請のあった事業  

 の審査に関し、市長の諮問に応ずるため、商業振興補助事業審査委員会（以  

 下「委員会」という。）を設置する。  

（組織）  

第２条  委員会は、委員６人をもって組織する。  

２  委員は、商業振興に関し専門知識を有する者及び市職員のうちから市長が  

 委嘱し、又は任命する。  

３  委員の任期は、２年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期  

 間とする。  

（委員長）  

第３条  委員会に委員長を置き、委員が互選する。  

２  委員長は、会務を総理し、会議の議長となる。  

３  委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長が指名する委員がその職務  

 を代理する。  

（会議）  

第４条  委員会の会議は、委員長が招集する。  

２  委員会は、委員の半数以上の出席がなければ、会議を開くことができな 

 い。  

（委員以外の者の出席）  

第５条  委員会は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、意見を聴くこと  

 ができる。  

（その他の事項）  

第６条  この条例に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委  

 員会の同意を得て委員長が定める。  

   附  則  

（施行期日）  

１  この条例は、平成 25年４月１日から施行する。  

（経過措置）  

２  第２条第３項の規定にかかわらず、この条例の施行後初めて委嘱され、又

は任命された委員及び部会員の任期は、平成 26年３月 31日までとする。  

   附  則  

この条例は、平成 26年４月１日から施行する。  
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   商店街にぎわいづくり事業補助金交付要綱  

（総則）  

第１条  地域の特性に対応した機能を高め、活力とにぎわいのある商店街づく  

 りを進めるため、市内商店街団体が行う事業に対する補助金の交付について  

 は、補助金等交付規則（昭和 47年横須賀市規則第 33号。以下「規則」とい  

 う。）に定めがあるもののほか、この要綱の定めるところによる。  

（定義）  

第２条  この要綱において、次に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるとこ

ろによる。  

 (１ ) 商店街団体  商業者等が地域的に組織した次に掲げるものをいう。  

  ア  商店街振興組合  

  イ  商店街協同組合  

  ウ  ア及びイに掲げるもののほか、法人化された商店街団体  

  エ  アからウまでに掲げるもののほか、任意の商店街団体で市長が認める

もの  

 (２ ) コミュニティスペース  商店街利用者の交流を図ることができる場所の

ことをいう。  

（補助対象事業）  

第３条  補助の対象となる事業は、商店街団体が行う次に掲げる事業で、第

１号に掲げる事業については原則として補助金の交付申請を行った年度内に

完了するものとし、第２号、第３号及び第４号に掲げる事業については、補

助金の交付申請を行った年度を含めて３年度までの間に完了するものとする。

ただし、市長が特に認める場合は、この限りでない。  

 (１ ) にぎわいづくりイベント事業  次に掲げる販売促進を伴うイベント等の

事業をいう。  

  ア  まつり等の催物  

  イ  各種教室及び講習会  

  ウ  各種コンクール及び展示会  

  エ  期間を限定した大売出し  

  オ  その他市長が適当と認める事業  

 (２ ) 集客力向上モデル事業  将来にわたって商店街の競争力や集客力強化を

図るために、次に掲げる新規性や独創性のある事業で、かつ、取組みや効  

果に継続性や持続性があると認められるものをいう。  

  ア  子育て世帯（ 18歳未満の子が同居する世帯をいう。）の商店街利用を
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促進するサービスの提供  

  イ  高齢者及び障害者が安心して利用できる商店街にするためのサービス

の提供  

  ウ  商店街独自の商品の開発  

  エ  商店街活性化に関する事業計画の策定、事業の運営等に係るコンサル

タントを活用  

  オ  その他市長が適当と認める事業  

 (３ ) 商店街地域資源活用事業  商店街団体が各々の地域資源を活用し、当該

商店街の活性化を図るための事業  

(４ ) 商店街空き店舗活用事業  商店街団体が魅力や集客力向上のために、商

店街内の空き店舗を新たに借り上げ、コミュニティスペースを作成し、年

間を通じて様態を変えて運用する事業  

２  前項第２号に掲げる事業にあっては、同一の商店街団体が既に補助金を受

けた際の事業内容と類似した内容の場合は、補助の対象としない。  

（事業の公募）  

第４条  補助金の交付を受けようとする商店街団体は、市長があらかじめ指定

した期間内に希望調書を作成し、市長に申請するものとする。  

（事業の選定）  

第５条  市長は、前条の希望調書の提出を受けたときは、その内容を審査し、

適当と認めたときは補助対象の事業として選定するものとする。この場合に

おいて、市長は、必要に応じ、当該希望調書を提出したもの及び商店街の振

興に関し専門的知識を有する者の意見を聴くものとする。  

（補助対象経費）  

第６条  補助対象となる経費（以下「補助対象経費」という。）は、前条の事

業の実施に要する経費のうち、次に掲げるものとする。  

 (１ ) 施設及び設備の借上料  

 (２ ) 施設及び設備（第２条第１号エに該当する商店街団体 が行う第３条第

１項第１号、第２号及び第３号に掲げる事業にあっては、減価償却資産

の耐用年数等に関する省令（昭和 40年３月 31日大蔵省令第 15号）で規定

する耐用年数３年以内のものに限る。）の購入費  

 (３ ) 装飾費  

 (４ ) 印刷費（開催案内、宣伝ポスター等）  

 (５ ) 教材費（テキスト等事業の実施に直接必要なもの）  

 (６ ) 報償費（講師謝金、商店街モニター謝金等）  
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 (７ ) 委託費  

 (８ ) 原材料費  

 (９ ) その他市長が必要と認める経費  

２  前項の規定にかかわらず、補助の対象となる事業の実施に伴う事業収入の

額及びこの要綱の規定による補助金と同様の趣旨の他の補助金等の交付（国、

県その他団体によるものを含む。）を受けている場合における当該補助金等

の額については、補助対象経費の総額から差し引くものとする。  

（補助金額）  

第７条  補助金額は、予算の範囲内において、次の表の左欄に掲げる事業区分

に応じそれぞれ同表の中欄に定める補助金額（同表右欄に掲げる額を限度と

する。）を合計した額とする。  

 

事業区分  補助金額  補助限度額  

第３条第１項第

１号に掲げる事

業  

補助対象経費の総額÷３  

ただし、補助対象経費の総額の下限額は

30万円とする。  

200万円  

第３条第１項第

２号に掲げる事

業  

補助対象経費の総額×２÷３  

ただし、補助対象経費の総額の下限額は

30万円とする。  

200万円  

第３条第１項第

３号に掲げる事

業  

補助対象経費の総額×２÷３  100万円  

第３条第１項第

４号に掲げる事

業  

第 ６ 条 第 １ 項 第

１ 号 の う ち 、 空 き

店舗の借上料  

補 助 対 象 経 費 の 総

額÷２  
100万円  

空 き 店 舗 の 借 上 料

以外の経費  

補 助 対 象 経 費 の 総

額÷２  
50万円  

 
 

２  前項の規定により算出した補助金額に  1,000円未満の端数があるときは、  

 その端数金額は切り捨てるものとする。  

（申請手続き等）  

第８条  第５条の規定により選定された商店街団体は、市長があらかじめ指定

した期間内に補助金等交付申請書を提出しなければならない。  

２  規則第４条第３号に規定する補助金の交付申請に添付するその他の参考と
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なる書類は、次に掲げるものとする。  

 (１ ) 商店街団体会則  

 (２ ) 商店街団体会員名簿  

 (３ ) 当該事業の実施について議決した総会等の議事録の写  

 (４ ) その他市長が必要と認める書類  

（書類等の保管）  

第９条  規則第８条に規定する書類及び帳簿等は、当該補助事業の完了した市  

 の会計年度の翌年度から５年間保管しなければならない。  

（実績報告）  

第 10条  規則第 10条に規定する市長の定める書類は、次に掲げるものとする。  

 (１ ) 事業内容が確認できる書類  

 (２ ) 商店街にぎわいづくり事業収支明細書（別記様式）  

 (３ ) 補助対象経費に係る支払領収書の写  

 (４ ) その他市長が必要と認める書類  

   附  則  

 この要綱は、昭和 57年４月１日から施行する。  

   附  則  

 この要綱は、昭和 58年４月１日から施行する。  

   附  則  

 この要綱は、昭和 60年４月１日から施行する。  

   附  則  

 この要綱は、昭和 62年４月１日から施行する。  

   附  則  

 この要綱は、平成元年４月１日から施行する。  

   附  則  

 この要綱は、平成３年４月１日から施行する。  

   附  則  

 この要綱は、平成６年４月１日から施行する。  

   附  則  

 この要綱は、平成８年４月１日から施行する。  

   附  則  

 この要綱は、平成 10年４月１日から施行する。  

   附  則  

 この要綱は、平成 14年４月１日から施行する。  
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   附  則  

 この要綱は、平成 16年４月１日から施行する。  

   附  則  

 この要綱は、平成 18年４月１日から施行する。  

   附  則  

この要綱は、平成 19年４月１日から施行する。  

   附  則  

この要綱は、平成 20年４月１日から施行する。  

  附  則  

この要綱は、平成 21年４月１日から施行する。  

  附  則  

この要綱は、平成 22年４月１日から施行する。  

   附  則  

１  この要綱は、平成 24年４月１日から施行する。  

２  活き活き商店街サポート事業補助金交付要綱（平成 20年４月１日制定）  

 は、廃止する。  

  附  則  

１  この要綱は、平成 26年４月１日から施行する。  

２  空き店舗出店奨励金交付要綱（平成 21年３月４日制定）は、廃止する。  

  附  則  

この要綱は、平成 26年８月 18日から施行する。  

  附  則  

この要綱は、平成 27年４月１日から施行する。  

  附  則  

 この要綱は、平成 29年４月１日から施行する。  

  附  則  

 この要綱は、平成 30年４月１日から施行する。  

  附  則  

 この要綱は、平成 31年４月１日から施行する。  

  附  則  

 この要綱は、令和４年４月１日から施行する。  

  附  則  

 この要綱は、令和５年４月１日から施行する。  
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別記様式（第 10条関係）  

 

商店街にぎわいづくり事業収支明細書  

 

  （収入の部）                     （単位  円）  

科   目  予  算  額  決算額  備   考  

市 補 助 金     

自 己 資 金     

そ の 他     

計     

 

  （支出の部）                     （単位  円）  

科   目  予  算  額  決算額  備   考  

    

    

    

    

    

    

    

    

    

計     

 

 



モデル 地域資源 空き店舗 にぎわい

14:00 ～ 14:10

4-1 14:10 ～ 14:30 ○ 久里浜商店会協同組合

・鯉のぼりの展示
・2026久里浜ペリー祭
・久里浜第14回食の祭典＆ハロウィンフェスティバル
・2026久里浜クリスマスフェスタ

4-2 14:30 ～ 14:50 ○ 追浜銀座通り商店会 ・おっぱままつり２０２６

4-3 14:50 ～ 15:10 ○ 野比駅前商店会
・頑張ります宣言売り出し、サマーセール
・頑張ります宣言売り出し、ウインターセール
・頑張ります宣言売り出し、春のバザール

15:10 ～ 15:20

4-4 15:20 ～ 15:40 ○ 千日通商店街振興組合
・街路灯イルミネーション
・横浜DeNAベイスターズ応援キャンペーン

4-5 15:40 ～ 16:00 ○ 三笠ビル商店街協同組合
・商店街全体装飾
・歳末恒例大ガラポン抽選会

4-6 16:00 ～ 16:20 ○ 上町商店街連合会 ・うわまつり２０２６

休憩（10分）

開会あいさつ、委嘱、審査会実施方法の確認　等

タイムスケジュール

資料
NO.

時間
事業区分

団体名 事業名

資料 ２



資料 ３  
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１ 商店街にぎわいづくり事業補助金 審査方法について 

 

(1)補助金申請区分について 

商店街にぎわいづくり事業補助金には、以下の４種類の申請区分を設けています。 

 

ア にぎわいづくりイベント事業 

対象事業：商店街が賑やかしや集客などのため、主に定期的に取り組んでいる販売促進

を伴うイベント等の事業。  

補 助 率：1/3 

限 度 額：200万円 

 

イ 集客力向上モデル事業 ※採択事業 

対象事業：商店街が新たに取り組む、将来にわたって商店街の競争力・集客力強化を図

る新規性・独創性があり、かつ取り組みや効果に継続性・持続性がある事業。 

補 助 率：2/3 

限 度 額：200万円 

 

ウ 商店街地域資源活用事業 ※採択事業 

対象事業：商店街が既に商店街の地域内で認知されている本市地域資源を活用し、地域

外へのＰＲを進め、商店街の活性化を図るための事業。 

補 助 率：2/3 

限 度 額：100万円 

 

エ 商店街空き店舗活用事業 ※採択事業 

対象事業：商店街が魅力や集客力向上のために、新たに、商店街の空き店舗を借り上げ、 

それを活用してコミュニティスペース等を作成し、年間を通じて、様態を変

えて運用する事業。 

補 助 率：1/2 

限 度 額：最大 3年間の継続補助とする 

 １年目 ２～３年（予定） 

家賃 100万円 100万円 

家賃以外の経費 50万円 30万円 
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(2)審査の実施目的について 

申請区分ごとに以下の目的で審査を行います。 

 

ア にぎわいづくりイベント事業 

審査目的：採点は行わず、審査員からの意見や助言等を提供すること 

イ 集客力向上モデル事業 

審査目的：別添採点表に基づき事業を採点し、補助採択の合否を決定すること 

ウ 商店街地域資源活用事業 

審査目的：別添採点表に基づき事業を採点し、補助採択の合否を決定すること 

エ 商店街空き店舗活用事業 

審査目的：別添採点表に基づき事業を採点し、補助採択の合否を決定すること 

 

(3)採点方法について 

別添採点表に基づき、４項目×各５点＝20点満点で評価を行います。 

審査委員の合計が 70％を超えるものを採択します。 

（例）審査員が６名の場合、120点満点中 84点を超えるものを採択 

 

70%を超える事業 

① 採択 （補助率２／３） （採択にあたって条件を付すものを含みます） 

 

  70%以下の事業 

② にぎわいづくりイベント事業に該当する事業（販売促進を伴うイベント等の事業） 

⇒にぎわいづくりイベント事業補助金の申請として受付（補助率１／３） 

 

(4)採点基準 

４つの審査項目について５段階で評価します。 

各項目とも「３」を採択基準ラインとします。 

配点 審査項目への適合 

5 審査項目の内容を十分に満たしている 

4   

3 審査項目の内容を概ね満たしている 

2   

1 審査項目の内容を満たしていない 

 



５月29日分

NO. 団体名 事業名

1 14:10 ～ 14:30 久里浜商店会協同組合

・鯉のぼりの展示
・2026久里浜ペリー祭
・久里浜第14回食の祭典＆ハロウィンフェスティバル
・2026久里浜クリスマスフェスタ

2 14:30 ～ 14:50 追浜銀座通り商店会 ・おっぱままつり２０２６

3 14:50 ～ 15:10 野比駅前商店会
・頑張ります宣言売り出し、サマーセール
・頑張ります宣言売り出し、ウインターセール
・頑張ります宣言売り出し、春のバザール

4 15:20 ～ 15:40 千日通商店街振興組合
・街路灯イルミネーション
・横浜DeNAベイスターズ応援キャンペーン

5 15:40 ～ 16:00 三笠ビル商店街協同組合
・商店街全体装飾
・歳末恒例大ガラポン抽選会

6 16:00 ～ 16:20 上町商店街連合会 ・うわまつり２０２６

にぎわいづくりイベント事業　希望調書

審査実施
時間

資料 ４








































































